
国士舘生として、責任ある情報発信を
ソーシャルメディアは、情報収集や発信、交流等今や生活に密着したコミュニケーションツールです。
一方で、その利用方法を誤ることで、犯罪被害や重大なトラブル、社会的信用の失墜につながる
事例も増加しています。国士舘大学は、四徳目「誠意・勤労・見識・気魄」を身につけた、
社会に貢献できる人材の育成を建学の精神として掲げています。ソーシャルメディア上での発言や
行動も、社会の一員としての責任と良識が求められます。学生の皆さんは、自らの発信が社会へ
影響を与えることを自覚し、節度と責任を持った利用を心掛けてください。

０2
誹謗中傷や不用意な投稿はしない
SNS上での発言も、社会的責任を伴う「公開された情報」
です。他者への誹謗中傷、国籍、性別、地位等の差別的
発言、不適切な動画投稿、無断撮影画像の公開等は、人
権侵害や名誉毀損、プライバシー侵害に該当する可能性が
あります。ネット上の誹謗中傷は投稿者が特定され、損害賠
償や刑事罰が命じられる判例が多数あります。また、一度投
稿した内容は完全に削除できない場合があり、将来の就職
活動や社会生活へ影響することもあります。「内輪だけ」

「すぐ消すつもりだった」という投稿でも、第三者による保存
や拡散によって大きな問題へ発展するケースがあります。

0１
個人情報の公開はしない

氏名、住所、電話番号等の個人情報や、学生証、位置情
報、アルバイト先、自宅周辺の写真等を安易に投稿すると、
個人情報の特定やストーカー被害、なりすまし等につながる
危険があります。
特に、写真に写り込んだ背景や位置情報、制服・名札等
から個人が特定されるケースもあります。投稿前に内容を十
分確認してください。

０3
著作権・肖像権を守る

他人が撮影した写真や動画、音楽、映像、授業資料等を無
断で転載・配信することは、著作権侵害となる場合があります。
また、他者のプライバシーに関する投稿、他者が写っている写真
や動画を許可なく公開する行為は、肖像権やプライバシー侵害
につながる可能性があります。授業中の資料やオンライン授業
画面等の無断投稿も控えてください。
他者の権利を尊重する姿勢は、社会で信頼される人材として
重要な資質です。

０4
大学の一員として良識のある投稿を

SNS上での行動や発言は、個人だけでなく、大学全体の信
用にも影響を与える場合があります。
本学学生としての自覚を持ち、法令や社会的ルールを守った
行動をお願いします。不適切な投稿や社会規範を逸脱する迷
惑行為が確認された場合は、内容によって学生指導の対象と
なる場合があります。　

SNS上では、わいせつ画像・動画等の投稿や拡散に関するトラブルが多発しています。他者の性的な画像や動画を、本人の同意
なく保存・転載・共有する行為は、重大な人権侵害であり、法律に抵触する場合があります。
また、交際相手や知人との写真・動画であっても、無断で公開・拡散する行為は「リベンジポルノ」等の犯罪につながる可能性
があります。軽い気持ちであっても、投稿や拡散によって相手に深刻な精神的被害を与え、取り返しのつかない問題へ発展する恐
れがあります。SNS利用においては、他者の尊厳や人権を尊重し、責任ある行動を徹底してください。

０5
わいせつ画像・動画等の保存・共有・拡散は禁止



０7
偽情報・なりすましアカウントに
　　 注意してください

SNS上には、事実ではない情報や、生成AI等を利用した偽
画像・偽動画（ディープフェイク）も紛れています。
情報を安易に信じたり拡散したりせず、必ず公式情報や信頼
できる情報源を確認（ファクト・チェック）してください。
また、有名人や企業、大学関係者を装った偽アカウントによる
詐欺被害も発生しています。不審なDMやURLには十分注意
してください。情報を正しく見極める力は、これからの社会で
必要不可欠な「見識」の一つです。

０8
投資・副業トラブルに
　注意してください

SNSを通じた投資勧誘、副業紹介、暗号資産トラブル、オン
ラインカジノへの誘導等による被害も増加しています。
「必ず儲かる」「元本保証」「友人紹介で報酬がもらえる」
等の勧誘は、詐欺や違法行為である可能性があります。
安易に個人情報や口座情報を渡さず、少しでも不安を感じた
場合は、家族や大学、警察や消費生活センター等へ相談して
ください。

０9
違法薬物に関する情報や
 勧誘に注意してください

近年、SNSを通じて、大麻や覚せい剤等の違法薬物の売買・
勧誘が行われる事例が増加しています。

「合法」「海外では一般的」「一度だけなら問題ない」等といっ
た投稿や勧誘であっても、日本国内では法律により厳しく禁止
されています。また、匿名性の高いSNSやメッセージアプリを利用
し、若年層を狙った違法薬物の取引も確認されています。違法
薬物は、自身の健康や人生を大きく損なうだけでなく、周囲の
人々や社会にも深刻な影響を及ぼします。興味本位で閲覧・接
触したり、不審な誘いに応じたりすることのないよう十分注意して
ください。不安や不審な点がある場合は、速やかに警察や大学
へ相談してください。

10
困ったときは一人で抱え込まず
    相談してください

SNS上でのトラブルや不審な勧誘、誹謗中傷被害等に遭った
場合は、一人で対応せず、速やかに大学窓口や警察等へ相談
してください。
国士舘大学は、学生の皆さんが安心して学び、成長できる環境
づくりを大切にしています。一人ひとりが責任ある行動を心掛け、
安全で健全なソーシャルメディアの利用に努めましょう。
 

【ソーシャルメディアに関する相談窓口】
学生部 学生・厚生課
TEL：03-5451-8114

近年、SNSやメッセージアプリを通じて、「高収入」「即日払い」「荷物を運ぶだけ」等と称した違法アルバイトへの勧誘が増加
しています。軽い気持ちで応募した結果、特殊詐欺や強盗、マネーロンダリング等の犯罪に加担し、逮捕される事例も発生しています。
以下のような募集には絶対に関わらないでください。

一度個人情報を提供すると、家族等身近な人への危害をちらつかせ、拒否できない状況に追い込まれることがあります。社会的規範
を守り、自らを危険にさらさない判断力を持つことも、大学での学びの一つです。少しでも不審に感じた場合は、警察や大学へ相談して
ください。

「闇バイト」等犯罪への勧誘に注意してください

０6

仕事内容が曖昧
身分証の送付を求められる
Telegram、Signal等の匿名性の高いアプリへ誘導される

「簡単」「リスクなし」等を強調している
異常に高額な報酬を提示している


